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研究要旨：市町村保健師の災害時保健活動遂行能力の向上のための教育教材及びその活用マニュア

ルを作成・検証することを目的に、文献検討等により、災害時保健活動遂行能力に関する教育方法の効

果や課題を整理するとともに、フェーズ 0 からフェーズ 2 のコンピテンシーとその遂行に求められる

知識・技術・態度に応じた教育方法を検討した。また、新型コロナウイルス感染症対策における保健師

の応援派遣及び受援の手引きを作成した。 

国内外の文献検討の結果、日本においては、保健師の災害時保健活動の能力向上に向けた教育研修プ

ログラムに関する研究は行われていなかった。海外では、既存のスケールやフレムワークを用いて教育

研修プログラムを開発し、介入研究によってプログラムの評価が行われていた。 

先行研究を参考に、「本 eラーニング教材について」、「災害支援の基本」、「避難所活動の基本」、「避

難所における新型コロナウイルス感染症への対応」を柱とするｅラーニング教材を作成し、都道府県か

ら市町村への周知が図られることを目的に、47都道府県の統括保健師等を対象にZOOMによる説明会を

6回開催した。参加者は45都道府県の93名であった。令和2年度のeラーニング登録アカウント数は118

（21都道府県）であった。 

先行研究で作成された実務保健師の災害時コンピテンシーリストから、演習が効果的と考えられる

コンピテンシーとその遂行に求められる知識・技術・態度を、ｅラーニング講義で学習できる内容かど

うかを基準に抽出し、これを踏まえて、演習教材を作成した。さらに、以上の eラーニング教材及び演

習教材に基づき、フェーズ 0 からフェーズ 2 までの市町村保健師の災害時保健活動遂行能力の獲得・

向上のための研修プログラム例について、わが国で発生する可能性の高い自然災害である地震と豪雨

水害の2パターンを、焦点化するコンピテンシーを踏まえて作成した。 

文献及び本研究班メンバーの実体験等に基づき、「新型コロナウイルス感染症対策における応援派遣

及び受援のための手引き」案を作成し、新型コロナウイルス感染症対策に関わる他の自治体への応援派

遣経験がある等の5都道府県の 9名の保健師に、意見を求めた。その結果に基づき見直しを行い、完成

版を作成した。1県に研究班メンバー2名が赴き、市区型保健所 1カ所及び県型保健所 2カ所の受援に

際し、作成した手引きを活用し検証した結果、受援の目的の明確化、受援の円滑な開始及び受援側の受

援体制整備に関わる負担感の軽減等、一定の有用性及び実行可能性が確認できた。課題は、受援または

人的資源投入の目的に応じた応援者への依頼業務の例示の必要性等であった。 

今後は、作成したｅラーニング教材及び演習教材の効果を検証していくとともに、海外で使用されて

いるスケールやフレムワークの適用可能性の検討及び保健師へのヒアリング等を行い、作成した研修

プログラム例を洗練していく。また、市町村または都道府県保健師による主体的な災害時保健活動研修

の企画・実施に向けて、作成した教育教材を効果的に活用して教育研修を企画・実施できるためのマニ

ュアルを作成・検証していく。 
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Ａ．研究目的 

近年、自然災害が多発し、今後もその発生が予

想されている。市町村保健師には災害時に住民の

健康生活を守り支えることや保健活動のマネジ

メントが期待され、それらの役割を発揮するため

には平時から災害時に求められる能力を向上さ

せる必要がある。都道府県や市町村ではキャリア

ラダーに基づく人材育成が推進されているが、中

堅期以降の保健師について、健康危機管理能力の

獲得状況は他と比べて低いことが明らかになっ

ている 1)。この理由として、保健師からは能力獲

得のための具体的な知識・技術等がわからない、

教育研修の企画が難しい等の声が聞かれる。 

 本研究班メンバーらはこれまでに、統括保健師

の災害時コンピテンシーリスト及び災害に対す

る統括保健師向けの研修ガイドライン 2)、並びに、

実務保健師の災害時コンピテンシーとその遂行

に求められる知識・技術・態度のリストを作成し、

また実務保健師向けの研修ガイドラインを作成

した 3)。研修ガイドラインでは、いくつかのコン

ピテンシーに焦点を当て、講義・演習･リフレクシ

ョンを組み合わせた研修企画方法を示している

が、具体的な教育内容やその方法については十分

な検討がなされておらず、他の研究においても見

当たらない。市町村やそれを支援する保健所が災

害時保健活動遂行能力の獲得・向上のための現任

教育をより主体的に実施していくためには、教育

教材を含む具体的な教育方法の検討が必要であ

る。 

 本研究の目的は、市町村保健師の災害時保健活

動遂行能力の向上のための教育教材及びその活

用マニュアルを作成・検証することである。本研

究では、特に市町村保健師の課題とされているフ

ェーズ 0（初動体制の確立）からフェーズ 2（応急

対策期－避難所対策が中心の期間）までの災害時

保健活動遂行能力（受援を含む）について、先行

研究で整理した実務保健師の災害時コンピテン

シーを活かしながら研究目的を追究していく。 

また、新型コロナウイルス感染症の全国的な流

行により、特定の地域によっては患者・感染者の

増大から同一自治体内の保健所等の応援職員で

は対応しきれない業務量となっている。感染症の

アウトブレイクは非人為的災害の一種であり、応

援派遣の人材として期待される市町村保健師の

災害時保健活動遂行能力の向上のために新型コ

ロナウイルス感染症対策における保健師の応援

派遣及び受援の手引きを作成する。 

 2か年計画の 1年目にあたる令和 2年度は、文

献検討等により、災害時保健活動遂行能力に関す

る教育方法の効果や課題を整理する。また、フェ

ーズ0からフェーズ2のコンピテンシーとその遂

行に求められる知識・技術・態度に応じた教育方

法を検討する。また、新型コロナウイルス感染症

対策における保健師の応援派遣及び受援の手引

きを作成する。 

 2 年目の令和 3 年度は、前年度に検討した教育

教材を含む教育方法を検証し、その検証結果を踏

まえ教育方法を洗練する。また、市町村や保健所

が教育教材を効果的に活用して教育研修を企画・

実施できるためのマニュアルを作成・検証する。 

 

Ｂ．研究方法 

１．全体計画 

2 か年計画により、市町村保健師の災害時保健

活動遂行能力の向上のための教育教材の作成と

それを活用した教育方法を検討し、検証する。ま

た、作成した教育教材の活用マニュアルを作成し、

検証する。本研究では、特に市町村保健師の課題

とされているフェーズ 0 からフェーズ 2（受援を

含む）までの災害時保健活動遂行能力向上のため

の教育方法（教育教材を含む）を検討する。 

 

２．本年度の研究の構成 

 本年度の研究は、以下の５つの分担研究により

構成される。 

分担研究 1：災害時保健活動に関する教育研修方 

 法に関する文献レビュー 

分担研究 2：自己学習のためのｅラーニング教材 

の作成－市町村保健師の災害時保健活動遂行 

能力向上のためのトレーニング教材－ 

分担研究 3：演習が効果的な知識・技術・態度の 

抽出と演習教材の作成 
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分担研究 4：作成した教材を含む教育方法に基づ 

く研修プログラム例の検討 

分担研究 5：新型コロナウイルス感染症対策に 

 おける保健師の応援派遣及び受援の手引きの 

作成 

 

３．本年度の計画 

１）災害時保健活動遂行能力に関する教材を含む 

 教育研修方法の効果や課題の整理 

分担研究 1として、災害時保健活動の教育方法

に関する国内外の文献レビューを行い、教育方法

（教育教材を含む）の効果や課題を整理する。 

２）自己学習のためのｅラーニング教材の作成 

分担研究 2として、災害時保健活動に関わる理

解や知識の獲得を要する教育内容について、先行

研究 3)を参考にして抽出し、ｅラーニング教材を

作成する。eラーニング教材の評価方法は、ARCS

モデルによるプログラム評価および自由記述に

よる意見感想とする。ARCS モデルでは、学習者

の意欲を注意（Attention）、関連性（Relevance）、

自信（Confidence）、満足感（Satisfaction）の 4

つの側面からとらえる 4)。本研究では、鈴木の

ARCS動機づけモデルに基づく授業・教材用評価

シート 5)を参考に、注意 4項目、関連性 4項目、

自信 4 項目、満足感 2 項目の計 14 項目について

4 件法によるプログラム評価を行う。 

３）演習が効果的な知識・技術・態度の抽出と演 

 習教材の作成 

分担研究 3として、先行研究 3)で作成された実

務保健師の災害時コンピテンシーリストの中か

ら、演習が効果的であると考えられるコンピテン

シーとその遂行に求められる知識・技術・態度を

抽出し、演習教材を作成する。 

４）作成した教育教材を含む教育方法に基づく研 

 修プログラム例の検討 

２）及び３）で作成した教育教材に基づき、研

修プログラム例を検討する。 

５）新型コロナウイルス感染症対策における保健 

師の応援派遣及び受援の手引きの作成 

文献及び本研究班メンバーの実体験に基づき、

新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19と

する）対策に関わる応援派遣及び受援の課題を整

理し、それらを踏まえ、応援側・受援側の事前の

準備や協議内容、受援側と応援側との役割分担の

ポイント等について検討し、チェックリストや様

式等を含め手引き案を作成する。COVID-19対策に

関わる他の自治体への応援派遣経験がある等の

保健師を対象に、手引き案について、有用性や実

行可能性等の観点から、ｅメールによる意見を求

め、手引き案を見直し、検証する。 

（倫理面への配慮） 

２）について、e ラーニング教材のプレテスト

の調査対象候補者には、文書にて研究依頼を行っ

た。文書には研究の趣旨、方法、自由意思及び途

中辞退の保証、問い合わせ先等を記載した。web

アンケートは eラーニング上に作成し、無記名と

し、匿名性の確保のため、研究者らも回答者がわ

からないように設定した。 

 e ラーニングコンテンツの作成者への倫理面へ

の配慮として、PDF化した資料は受講者がダウン

ロード可とするが、作成された動画はダウンロー

ド不可で公開することを説明し、同意を得てから

作成を依頼した。 

５）については、選定した保健師に対し、研究

の趣旨及び方法等についてメールで説明し、任意

で意見を求めた。手引きの検証にあたっては、当

該県の統括保健師に研究の趣旨等について説明

し、統括保健師が選定・調整した保健所に対し、

統括保健師の希望に沿って関わりをもった。 

 

Ｃ．研究結果 

１．分担研究 1 

国内文献については、医中誌Web版を用いて、

キーワードを「災害」、「教育」「、保健師」とし、

「原著」で 2015 年以降の論文を対象とした。計

27 件がヒットしたが、災害がテーマではない論文

10 件を削除し、計 17件を分析対象とした。 

 国外文献については、PubMed を用いて、キー

ワードを「disaster」、「public health nursing」、

「training またはprogram」とし、2015年以降

の論文を対象とした。計 145 件がヒットしたが、

災害を対象としていない論文や、病院内の救急医

療や救急看護の論文を削除し、57文献を対象とし

た。さらに、教育研修に関連する内容について述

べている 30論文を分析対象とした。 

その結果、国内論文は、プログラムの実施・評

価に関する論文 4 件、実態調査 7件、質的研究 6

件であった。しかし、災害時保健活動に関する教

育研修に焦点をあてた研究は行われていなかっ

た。海外文献については、プログラムの実施・評
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価に関する論文 13 件、スケールの開発が 1 件、

実態調査 10 件、質的研究 2 件、文献検討 4 件で

あった。既存のスケールやフレムワークを活用し

た研究が行われていた。また、学生を対象とした

研究では、無作為比較化試験による研究も行われ

ていた。教育方法については、シミュレーション

教育、オンライン学習、現場でのトレーニング等、

いくつの方法を組み合わせたプログラムを開発

していた。 

 

２．分担研究 2 

eラーニングプラットフォームはmoodleとし、

フォーマットデザインは専門の業者に依頼した。

コンテンツの作成にあたっては、宮﨑らが作成し

た「実務保健師の災害時のコンピテンシー及び必

要な知識・技術・態度の内容」3)を参考に、コンテ

ンツの単元およびコンテンツの柱を検討し、柱は

「本 eラーニング教材について」、「災害支援の基

本」、「避難所活動の基本」、「避難所における新型

コロナウイルス感染症への対応」とした。 

中堅期以上の市町村保健師 9 名を対象とした e

ラーニング教材のプレ評価の結果は、ARCSモデ

ルによるプログラム評価では、「関連性

（Relevance）」の 4 項目のうち、『自分に関係が

あったか』と、『有益な内容であったか』の 2項目

について 3.8 点と点数が高かった。「自信

（Confidence）」の 4 項目の中で平均が最も高か

った項目は、『目標が明確であったか』で 3.6 点で

あった。平均が最も低かった項目は、『自分なりの

学習の工夫ができたか』で 2.7 点であった。自由

記述では、「1つの単元が短時間にまとめられてい

るため、受講しやすい」、「1 つの単元のポイント

が絞られているので、わかりやすい」等が良かっ

た点として挙がっていた。一方で、「法令の詳細や

災害の場面で実際に活動をしてきた保健師の話

を追加してほしい」等が改善を要する点として挙

がっていた。  

 ｅラーニング教材の周知については、都道府県か

ら市町村への周知が図られることを目的に、47都道

府県の統括保健師及び保健師応援派遣調整担当者

を対象にZOOMによる説明会を6回開催した。参

加者は45都道府県の93名であった。 

令和 2 年度の e ラーニング登録アカウント数は

118であった。21都道府県でアカウントが作成され

ていた。 

 

３．分担研究 3 

先行研究 3)で作成された実務保健師の災害時コ

ンピテンシーリストから、演習が効果的と考えら

れるコンピテンシーとその遂行に求められる知

識・技術・態度を、ｅラーニング講義で学習でき

る内容かどうかを基準に抽出し、これを踏まえて

作成した。 

ｅラーニングでカバーできないコンピテンシ

ーとは、複数のコンピテンシーにまたがる知識・

技術・態度を総合して現実の課題解決に適用され

る性質のものと考えた。そこで、教材はコンピテ

ンシーの切り口ではなく、状況や場面の切り口で

課題を設定することがふさわしいとし、災害発生

のフェーズ 0～1 の段階で、保健活動拠点と避難

所の場面を取り上げることとした。また、演習を

通じて習得する能力は、思考・判断・意思決定を

行動化する能力であり、このような能力の修得に

適したシミュレーション演習の教材を作成する

こととした。研究者間での検討の結果、新型コロ

ナウイルス感染拡大下の風水害事例、全国の基礎

自治体で最も多い人口規模を設定した仮想自治

体（市）を作成、その市に所属する複数の立場の

保健師を登場させる設定とした。状況設定を現実

に近いものとするため、過去の大規模な水害を経

験した市の保健師へヒアリングを行い、その結果

も考慮して教材を完成させた。 

 

４．分担研究 4 

研修プログラム例は、分担研究 2 で作成した e

ラーニング教材と分担研究3で作成した演習教材

を組み合わせて作成した。演習教材は本研究班で

作成した教材の他に既存の演習も含め、研究代表

者が先行研究46において作成した研修プログラム

の例も参考に検討した。 

研修プログラムの構成は、レクチャー、ワーク

ショップ、リフレクションを組み合わせ、レクチ

ャーには分担研究 2で作成した eラーニング教材

の視聴を事前学習に位置づけ、集合型の対面学習

にてワークショップとリフレクションを行う構

成とした。内容は、わが国で発生する可能性の高

い地震と豪雨水害の 2パターンを作成した。市町

村における集合研修の実行可能性から、対面学習

は半日を基本とし、分担研究 3において演習が効

果的として抽出したコンピテンシーに焦点を当
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てた内容となるよう検討した。対面学習をより効

果的なものとするために、グループ編成は役職や

所属組織、災害時保健活動従事経験の有無を考慮

したものとした。研修の前後には実務保健師のコ

ンピテンシーチェックシート 3)を用いて評価する

ことを含めた。 

 

５．分担研究 5 

作成した「新型コロナウイルス感染症対策にお

ける応援派遣及び受援のための手引き」案につい

て、COVID-19 対策に従事する保健所保健師及び

COVID-19 対策に関わる他の自治体への応援派遣

経験のある保健師（5都道府県の 9名）を対象に、

有用性や実行可能性等の観点から、ｅメールにて

意見を求めた。その結果に基づき、受援体制の整

備と応援体制の整備を分けて示す、応援派遣者の

健康管理を加える、受援シート及び応援派遣にあ

たってのチェックリストを加える等の見直しを

行い、完成版を作成した。 

1 県に研究班メンバー2 名が赴き、市区型保健

所 1カ所及び県型保健所 2カ所の受援に際し、作

成した手引きを活用し検証した。その結果、作成

した手引きについて、受援の目的の明確化、受援

の円滑な開始及び受援側の受援体制整備に関わ

る負担感の軽減等、一定の有用性及び実行可能性

が確認できた。 

 

Ｄ．考察 

１．スケールやフレムワークを活用した災害時保 

健活動研修プログラムの検討の必要性 

分担研究 1の結果から、日本においては、保健

師の災害時保健活動の能力向上に向けた教育研

修プログラムに関する研究は行われていなかっ

た。海外では、既存のスケールやフレムワークを

用いて教育研修プログラムを開発し、介入研究に

よってプログラムの評価が行われていた。今後、

海外で使用されているスケールやフレムワーク

を活用した日本における保健師への災害時保健

活動研修プログラムの開発の可能性を検討する

とともに、シミュレーション教育やオンライン学

習など多様な教育方法の組み合わせも検討する

ことにより、より有効な研修プログラムを作成す

ることが可能となると考えられた。また、介入研

究の枠組みを用いて、プログラムの有効性を検証

し、より実効性のあるプログラム開発が求められ

ると考える。 

 

２．ｅラーニング教材の検証とコンテンツ充実の 

必要性 

分担研究 2の結果から、コンテンツを作成する

にあたり参考とした「必要な知識・技術・態度の

内容」について受講前後や受講数か月後の変化を

明らかにすること、特に知識について問うテスト

問題を設定し、客観的なアウトカム及び受講者の

学習成果の確認が必要であり、これによりプログ

ラム評価の「自信（Confidence）」の向上につなが

ると考えられる。 

また、現在のコンテンツにはあまり含まれてい

ないが、市町村保健師の災害時保健活動に関わる

知識として重要と考えられる「被災者及び支援者

の心の健康」や「受援」について、コンテンツを

充実させる必要がある。 

さらに、eラーニング登録アカウント数から、市

町村への周知や市町村保健師の活用が図られてい

るとは言い難いため、周知の方策を検討するととも

に、本 eラーニング教材を都道府県・市町村の研

修等に組み込むための工夫が必要である。 

 

３．実務保健師の災害時コンピテンシーに対応し 

 た演習教材 

先行研究 3)で作成された実務保健師の災害時コ

ンピテンシーリストから、演習が効果的と考えら

れるコンピテンシーとその遂行に求められる知

識・技術・態度を、ｅラーニング講義で学習でき

る内容かどうかを基準に抽出し、これを踏まえて、

演習教材を作成した。演習の課題と課題で修得す

るコンピテンシーを対応させることで、演習受講

者が課題の意図を理解する助けとなると同時に、

演習成果の評価も可能になると考えられる。 

今後は実際に演習を実施し、参加した保健師の

意見から教材のバリエーションを増やすことが

課題である。 

 

４．市町村または都道府県保健師による主体的な 

 災害時保健活動研修の企画・実施に向けて 

分担研究2及び3において作成したeラーニン

グ教材と演習教材に基づき、フェーズ 0からフェ

ーズ2までの市町村保健師の災害時保健活動遂行

能力の獲得・向上のための研修プログラム例を検

討した。研修プログラムは、わが国で発生する可
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能性の高い自然災害である地震と豪雨水害の2パ

ターンを、焦点化するコンピテンシーを踏まえて

作成した。 

今後は、災害対策に従事した経験のある統括保

健師や実務保健師に研修プログラム例について

の意見を求め、それをふまえて再検討した研修プ

ログラムを実施し、評価を行う必要がある。また、

市町村または都道府県における災害時保健活動

に関わる教育研修の課題のひとつには、企画の困

難さがある。次年度は、市町村または都道府県に

おいて、主体的に、かつ地域特性に即した研修が

企画・実施できるよう、作成した教育教材を本研

修プログラム例も参考に効果的に活用して教育

研修を企画・実施できるためのマニュアルを作成

していく。 

 

５．「新型コロナウイルス感染症対策における応 

援派遣及び受援のための手引き」の成果と課題 

COVID-19 対策における保健師の応援派遣及

び受援は、全国的流行や長期間に及ぶ流行等を背

景に、自然災害時とは異なる様相を見せている。

分担研究 5では、応援派遣の人材として期待され

る市町村保健師の災害時保健活動遂行能力の向

上のために、手引きを作成し、1 県における検証

の結果、一定の有用性及び実行可能性が確認でき

た。本手引きは COVID-19 のパンデミックという

災害（健康危機）への市町村保健師の対応力の向

上に役立つものと考える。また、感染症のパンデ

ミックという災害（健康危機）時の都道府県等保

健所保健師の受援に関する能力の向上および応

援派遣人材を送り出すことが期待される教育研

究機関・関係学会等の災害支援に関する対応力の

向上にもつながると考えられる。 

 分担研究 5の結果から、本手引きの課題は、受

援または人的資源投入の目的に応じた応援者へ

の依頼業務の例示の必要性、受援体制の整備、応

援派遣体制の整備、それぞれに、マネジメントを

行う者の確保とその役割や留意点を入れ込むこ

と及び保健所における COVID-19 対策の体制に財

務という視点を入れ込むことと考えられた。 

 

Ｅ．結論 

市町村保健師の災害時保健活動遂行能力の向

上のための教育教材及びその活用マニュアルを

作成・検証することを目的に、文献検討等により、

災害時保健活動遂行能力に関する教育方法の効

果や課題を整理するとともに、フェーズ 0からフ

ェーズ2のコンピテンシーとその遂行に求められ

る知識・技術・態度に応じた教育方法を検討した。

また、新型コロナウイルス感染症対策における保

健師の応援派遣及び受援の手引きを作成した。 

国内外の文献検討の結果、日本においては、保

健師の災害時保健活動の能力向上に向けた教育

研修プログラムに関する研究は行われていなか

った。海外では、既存のスケールやフレムワーク

を用いて教育研修プログラムを開発し、介入研究

によってプログラムの評価が行われていた。 

先行研究 3)を参考に、「本 eラーニング教材につ

いて」、「災害支援の基本」、「避難所活動の基本」、

「避難所における新型コロナウイルス感染症へ

の対応」を柱とするｅラーニング教材を作成し、

都道府県から市町村への周知が図られることを目

的に、47都道府県の統括保健師等を対象にZOOM

による説明会を6回開催した。参加者は45都道府

県の93名であった。令和2年度のeラーニング登

録アカウント数は118（21都道府県）であった。 

先行研究 3)で作成された実務保健師の災害時コ

ンピテンシーリストから、演習が効果的と考えら

れるコンピテンシーとその遂行に求められる知

識・技術・態度を、ｅラーニング講義で学習でき

る内容かどうかを基準に抽出し、これを踏まえて、

演習教材を作成した。さらに、以上の eラーニン

グ教材及び演習教材に基づき、フェーズ 0からフ

ェーズ2までの市町村保健師の災害時保健活動遂

行能力の獲得・向上のための研修プログラム例に

ついて、わが国で発生する可能性の高い自然災害

である地震と豪雨水害の 2パターンを、焦点化す

るコンピテンシーを踏まえて作成した。 

文献及び本研究班メンバーの実体験等に基づ

き、「新型コロナウイルス感染症対策における応

援派遣及び受援のための手引き」案を作成し、

COVID-19 対策に関わる他の自治体への応援派遣

経験がある等の 5都道府県の 9名の保健師に、意

見を求めた。その結果に基づき見直しを行い、完

成版を作成した。1 県に研究班メンバー2 名が赴

き、市区型保健所 1カ所及び県型保健所 2カ所の

受援に際し、作成した手引きを活用し検証した結

果、受援の目的の明確化、受援の円滑な開始及び

受援側の受援体制整備に関わる負担感の軽減等、

一定の有用性及び実行可能性が確認できた。課題



7 

 

は、受援または人的資源投入の目的に応じた応援

者への依頼業務の例示の必要性等であった。 

今後は、作成したｅラーニング教材及び演習教

材の効果を検証していくとともに、海外で使用さ

れているスケールやフレムワークの適用可能性

の検討及び保健師へのヒアリング等を行い、作成

した研修プログラム例を洗練していく。また、市

町村または都道府県保健師による主体的な災害

時保健活動研修の企画・実施に向けて、作成した

教育教材を研修プログラム例も参考に効果的に

活用して教育研修を企画・実施できるためのマニ

ュアルを作成・検証していく。 

 

F．健康危険情報 

 なし 
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 なし 

2．実用新案登録 

 なし 
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 なし 
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